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お
や
の
こ
と
ば

ど
ん
な
事
で
も
弱
い
よ
う
で
、

心
精
神
と
い
う
、
精
神
多
く

寄
れ
ば
強
い
も
の
。
堅
い
も

の
で
も
理
が
無
け
れ
ば
砕
け

る
。

明
治
三
十
年
二
月
二
十
五
日

会

長

先
月
の
二
十
七
日
、
大
教
会
に
お
い
て
三
年
ぶ
り
に
中

和
団
お
つ
と
め
ま
な
び
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加

の
少
年
会
員
は
六
十
六
名
と
大
勢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
あ
っ
て
も
や
る
気
満
々
の
子
供

で
す
か
ら
、
と
て
も
良
い
お
つ
と
め
ま
な
び
が
出
来
ま
し

た
。コ

ロ
ナ
で
大
変
は
部
分
も
あ
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の

時
期
だ
か
ら
こ
そ
出
来
た
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
が
お
つ
と
め
の
短
い
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
す
。
試
行

錯
誤
の
結
果
、
二
下
り
目
ま
で
と
な
り
中
に
は
重
複
し
た

鳴
物
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
子
供
た
ち
の
意
思
を
優
先

し
た
結
果
で
す
。

「
コ
ロ
ナ
の
時
期
だ
か
ら
出
来
な
い
」
と
い
う
理
由
づ

け
は
簡
単
に
出
来
ま
す
。
で
も
そ
の
中
の
開
催
だ
か
ら
こ

そ
、
熱
い
思
い
の
籠
っ
た
も
の
が
出
来
た
と
信
じ
ま
す
し
、

通
常
の
時
期
で
は
今
回
の
よ
う
な
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

で
も
、
こ
こ
か
ら
お
つ
と
め
に
向
か
う
気
持
ち
が
変
わ
る

な
ら
開
催
の
意
味
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
も
当
日
を
迎
え
る
ま
で
、
そ
し
て
当
日
、
終
わ
っ
て

か
ら
の
一
週
間
を
何
と
も
言
え
な
い
緊
張
感
で
つ
と
め
て

い
ま
し
た
。
今
ま
で
で
初
め
て
で
す
。
こ
う
し
て
一
生
懸

命
に
つ
と
め
る
お
つ
と
め
に
深
い
意
味
が
あ
る
と
信
じ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
思
い
を
も
っ
て
つ
と
め
ま
す
。



神様に好かれる信仰
田中道則

毎日、解釈付きのおさしづを読んでいると、よく義理についてのお言葉が

出てきます。「人間の義理に病んで〜」「神は義理は嫌い」など人間の義理

という精神に対して厳しいお言葉が多々あります。義理を重んじる日本人に

とってなかなか理解しにくい神意です。ここで指す義理とは親族関係であっ

たり、世間体などではないかと解釈しています。

真剣に信仰をしていると時には馬鹿にされたり、そんな事をしてどうする

んだと無信仰の人や、或いは親類から言われる事もあると思います。信仰は

したいけど周りの目があるのでなど、思い切れない理由を義理のせいにして

いる心を神様は嫌いと言われているものと思います。

人は都合の良い義理に流されがちです。神様に好かれるような一本芯の通っ

た信仰をしていきたいと思います。

あらたな季節の節目に
椿 信代

この4月から社会人6年目に入りました。就職すると学生時代の入学や卒業

のように節目がなくなるのであっという間に時間が経ったような感覚です。

この5年間は色々なことがありました。入社時の希望とは違う部署へ異動に

なり、そこでの仕事や人間関係に慣れなくて心身のバランスが崩れ、約2年間

心療内科へ通ったこと。その間の看病や通院など面倒な部分を今の夫が支え

てくれて、なんとか仕事を休まずに回復できたこと。おかげさまでその後は

仕事にも慣れ、再発することなく今も過ごせていること……。

後輩もできて先輩らしくなってきたところで、最近では職場でも絵の仕事

をいただけることが増えてきました。できることや任せてもらえることが増

えるのは嬉しいですし絵でも色んなジャンルにチャレンジできるのが楽しく、

何となく今年は今までとは違う年になりそうな予感がします。

なんだかあの辛かった時代には全く想像もできない未来です。沢山の人に

助けていただいたおかげで今の自分があることを忘れず、新たなことにも挑

戦していけることを喜んで、いい一年にしたいと思います。



最後のおつとめまなび総会

松浦美希

２年ぶりにおぢばに帰りました。でも久しぶりに帰ったような感じがしま

せんでした。神殿でおつとめをしていても、廊下を歩いていても、じゃりの

音を聞いても、なんともいえない安心感がありました。

「やっぱりおぢばは、いいな」と改めて思いました。

おつとめまなび総会ではニ下り目をつとめました。普段から夕づとめで、

ておどりをしているので、すぐに覚えれるだろうと思っていました。でも手・

足の動きや、位置が思っていたよりも複雑でした。本番では間違えず、堂々

とつとめる事ができました。

中学生最後に、おつとめまなび総会に参加出来て、とても良い経験になり

ました。

感動した朝勤め、夕勤め
松浦雄人

2年ぶりにおぢばに帰りました。僕は朝勤め、夕勤めが一番心に残ってい

ます。参拝の音、声が響いてとても感動しました。

又帰る事ができたら朝勤め、夕勤めをしっかりやりたいです。

おつとめまなび総会はておどりの二下りをしました。指先もしっかり伸ば

して自信を持って出来たと思います。

教会ニュース①

全教一斉ひのきしんデー

今月29日は全教一斉ひのきしんデーです。今治支部は市民の森に

て（午前9時30分より11時30分）開催します。献血ひのきしんも

あります。コロナ禍の現状ですから体調の悪い方は参加を控え、

マスク着用にご協力をお願いします。また、軍手と参加カードを

記入の上ご参加下さい。他支部の方はそれぞれの場所において状

況を判断して参加をして下さい。

年祭報告

先月23日に市川治さんの1年祭を会長祭主のもと、自宅にてつと

められました。霊様に喜んでいただく機会になればと精一杯つと

めさせていただきました。
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教会ニュース②

中和団おつとめまなび総会参加

先月27日、大教会において少年会のおつとめまなび総会が3年ぶ

りに開催され、瀬戸路隊から松浦美希さん、松浦雄人さんが参加

しおてふりを一生懸命つとめてくれました。（参加の感想は別ペー

ジ）そして、瀬戸路隊ー隊長は曽我部治道さんより松浦雄人さん

へ交代となりました。どうぞ勇んでつとめて下さい。

会館2階エアコン取付

今月5日より会館2階ホールのエアコン取付工事をさせていただき

ました。今までのエアコンは使っていなくても維持費がかかりそ

れが多額になるため、使用電力を三相200Vから単相200Vに変更し、

それに対応したエアコンに切り替えることにしました。設置費用

は太陽光発電による売電金より充当しました。ホールが新たな活

躍の場になることを願います。

教会車両購入お供

4月13日現在621,000円の御供をいただいています。


